
○財務諸表から見た収益性についての整理

１．外部資金比率について　　

　　（文部科学省HP　報道発表一覧　２００７年９月２８日

　　　国立大学法人の平成１８事業年度財務諸表について【別紙８－１】財務指標の適用（例）

　　　（８７国立大学法人）　）

　☆外部資金比率　＝　（受託研究等収益＋受託事業等収益＋寄附金収益）　÷　経常収益

平成１７年度 平成１８年度 増減 平均 分析

北海道大学 9.0% 10.4% 1.4% 9.7%

東北大学 12.1% 13.0% 0.9% 12.6%

筑波大学 4.1% 5.3% 1.2% 4.7%

千葉大学 5.4% 5.9% 0.4% 5.7%

東京大学 17.5% 18.7% 1.2% 18.1%

新潟大学 3.6% 3.7% 0.0% 3.7%

名古屋大学 7.7% 9.8% 2.1% 8.8%

京都大学 13.0% 15.0% 2.0% 14.0%

大阪大学 13.2% 14.8% 1.6% 14.0%

神戸大学 5.7% 6.1% 0.4% 5.9%

岡山大学 5.5% 6.5% 0.9% 6.0%

広島大学 6.1% 6.5% 0.5% 6.3%

九州大学 8.9% 10.4% 1.4% 9.7%

Aグループ平均（１３） 10.3% 11.5% 1.2% 10.9%

平成１７年度 平成１８年度 増減 平均 分析

室蘭工業大学 4.9% 5.7% 0.8% 5.3%

帯広畜産大学 15.4% 16.8% 1.4% 16.1%

北見工業大学 5.3% 6.1% 0.8% 5.7%

東京農工大学 16.4% 18.4% 2.1% 17.4%

東京工業大学 15.8% 18.8% 3.0% 17.3%

東京海洋大学 7.5% 8.0% 0.5% 7.8%

電気通信大学 7.8% 10.5% 2.7% 9.2%

長岡技術科学大学 13.8% 13.6% -0.2% 13.7%

名古屋工業大学 14.4% 14.9% 0.5% 14.7%

豊橋技術科学大学 15.1% 19.3% 4.2% 17.2%

京都工芸繊維大学 7.2% 9.1% 1.9% 8.2%

九州工業大学 10.4% 10.7% 0.3% 10.6%

鹿屋体育大学 0.9% 0.9% 0.0% 0.9%

Bグループ平均（１３） 12.4% 14.2% 1.8% 13.3%

平成１７年度 平成１８年度 増減 平均 分析

政策研究大学院大学 8.2% 10.6% 2.4% 9.4%

総合研究大学院大学 1.9% 1.2% -0.6% 1.6%

北陸先端科学技術大学院大学 13.2% 15.3% 2.0% 14.3%

奈良先端科学技術大学院大学 19.0% 17.8% -1.2% 18.4%

Fグループ平均（４） 14.0% 14.4% 0.4% 14.2%

平成１７年度 平成１８年度 増減 平均

7.6% 8.4% 0.8% 8.0%

Ａグループ
は、学生
収容定員
１万人以
上、学部
等数概ね
１０月部以
上。所謂
大規模校
であり、グ
ループ平
均の外部
資金比率
は全国平
均より高
い。

Ｂグループ
は医科系学
部を有さ
ず、学生収
容定員に占
める理工系
学生数が文
科系学生数
の概ね２倍
を上回る。
所謂理系大
学であり、
グループ平
均の外部資
金比率は全
国平均より
高い。

本学の外部
資金比率は
全国的に
トップレベル
にある。
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２．受取利息比率

　　「平成１７年度　国立大学の財務」

　　（国立大学財務・経営センター　国立大学法人財務分析研究会編）

　☆受取利息比率＝（受取利息＋有価証券利息）／（現金預金＋流動資産の有価証券）

平成１７年度

北海道大学 0.0030%

東北大学 0.0193%

筑波大学 0.0112%

千葉大学 0.0431%

東京大学 0.0841%

新潟大学 0.0039%

名古屋大学 0.0713%

京都大学 0.0691%

大阪大学 0.0683%

神戸大学 0.0092%

岡山大学 0.0014%

広島大学 0.0271%

九州大学 0.0006%

Aグループ平均（１３） 0.0440%

平成１７年度

室蘭工業大学 0.0010%

帯広畜産大学 0.0025%

北見工業大学 0.0011%

東京農工大学 0.0010%

東京工業大学 0.0403%

東京海洋大学 0.0006%

電気通信大学 0.0009%

長岡技術科学大学 0.0005%

名古屋工業大学 0.0048%

豊橋技術科学大学 0.0009%

京都工芸繊維大学 0.0011%

九州工業大学 0.0011%

鹿屋体育大学 0.0016%

Bグループ平均（１３） 0.0140%

平成１７年度

政策研究大学院大学 0.0003%

総合研究大学院大学 0.0008%

北陸先端科学技術大学院大学 0.0111%

奈良先端科学技術大学院大学 0.0097%

Fグループ平均（４） 0.0070%

平成１７年度

0.0120%

＜分析＞

　受入利息比率は、金額的に見てもトップの東京大学で約５千万円程度であり、今後の推移を

見守るにとどめる。
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３．自己収入比率

　　「平成１７年度　国立大学の財務」

　　（国立大学財務・経営センター　国立大学法人財務分析研究会編）

　☆自己収入比率＝（自己収入＋科研費等）／（経常収益＋科研費等）

平成１７年度 分析

北海道大学 47.4%

東北大学 48.4%

筑波大学 41.1%

千葉大学 60.7%

東京大学 50.2%

新潟大学 57.3%

名古屋大学 52.0%

京都大学 49.8%

大阪大学 50.8%

神戸大学 57.5%

岡山大学 62.8%

広島大学 50.7%

九州大学 51.4%

Aグループ平均（１３） 51.1%

平成１７年度 分析

室蘭工業大学 39.1%

帯広畜産大学 35.3%

北見工業大学 36.7%

東京農工大学 47.4%

東京工業大学 38.1%

東京海洋大学 27.8%

電気通信大学 40.0%

長岡技術科学大学 37.7%

名古屋工業大学 46.5%

豊橋技術科学大学 35.9%

京都工芸繊維大学 39.3%

九州工業大学 47.8%

鹿屋体育大学 24.3%

Bグループ平均（１３） 39.6%

平成１７年度

政策研究大学院大学 20.2%

総合研究大学院大学 16.4%

北陸先端科学技術大学院大学 26.6%

奈良先端科学技術大学院大学 34.9%

Fグループ平均（４） 28.5%

平成１７年度

45.6%

Ｂグループは
医科系学部を
有さず、学生
収容定員に占
める理工系学
生数が文科系
学生数の概ね
２倍を上回る。
附属病院を保
有しておらず、
個別大学の殆
ど及びグルー
プ平均の自己
収入比率は全
国平均より低
い。

自己収入には外部資金に係る収益（受託研究等収益、受託事
業等収益、寄附金収益）や、科学研究費補助金等間接経費収
益が含まれるため、Ｆグループの中では外部資金比率が高い
本学の比率が高くなる。　　それでも、全国平均を下回るのは、
附属病院が無いこと及び、学生納付金収益（比率）が小さいこ
とによる。

分　　析

Ａグループ
は、学生収容
定員１万人以
上、学部等数
概ね１０月部
以上。附属病
院を保有して
おり、個別及
びグループ平
均の自己収入
比率は全国平
均より高い。
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４．学生納付金収益比率（２）

　　「平成１７年度　国立大学の財務」

　　（国立大学財務・経営センター　国立大学法人財務分析研究会編）

　☆学生納付金収益比率＝（授業料収益＋入学金収益＋検定料収益）／（経常収益－附属病院収益）

平成１７年度 分析

北海道大学 14.4%

東北大学 13.2%

筑波大学 17.0%

千葉大学 27.5%

東京大学 11.0%

新潟大学 26.1%

名古屋大学 17.2%

京都大学 13.7%

大阪大学 14.5%

神戸大学 25.9%

岡山大学 26.4%

広島大学 20.6%

九州大学 16.5%

Aグループ平均（１３） 16.3%

平成１７年度 分析

室蘭工業大学 34.2%

帯広畜産大学 17.0%

北見工業大学 30.5%

東京農工大学 28.4%

東京工業大学 16.2%

東京海洋大学 20.3%

電気通信大学 30.5%

長岡技術科学大学 21.4%

名古屋工業大学 32.9%

豊橋技術科学大学 22.0%

京都工芸繊維大学 29.7%

九州工業大学 34.4%

鹿屋体育大学 22.1%

Bグループ平均（１３） 24.5%

平成１７年度

政策研究大学院大学 5.9%

総合研究大学院大学 12.3%

北陸先端科学技術大学院大学 7.9%

奈良先端科学技術大学院大学 7.5%

Fグループ平均（４） 8.0%

平成１７年度

24.1%

Ａグループ
は、学生収容
定員１万人以
上、学部等数
概ね１０月部
以上。附属病
院収益を控除
しても大規模
校のため相対
的な比率が下
がるものと思
われる。

Ｂグループは
医科系学部を
有さず、学生
収容定員に占
める理工系学
生数が文科系
学生数の概ね
２倍を上回る。
個別差はある
ものの、大規
模校よりも比
率が上昇し、
グループ平均
はほぼ全国平
均となってい
る。

分析
学部を置かない国立の大学
院大学としての特徴が顕著に
現れている。Ｆグループ全体
としても全国平均を大きく下
回っている。
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